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本件のポイント：雲南市在住の藤原昊世さん（松江農林高校 3 年生）が、１１月にトルコで開催される世界選手

権の日本代表選手に最年少で選出され、出場報告のため市長を訪問します。 

内 容                                                                     

 １１月６日（木）～１６日（日）にトルコ・アンタルヤ（会場詳細未公表）で開催される「IBSA ロー

ビジョンフットサル世界選手権 2025」に日本代表として出場する雲南市在住の藤原昊世さん

が、出場報告のため下記の日程で市長を訪問します。 

                                                               

日  時： 令和７年１０月１４日 （火） 1４時０0 分～（30 分程度を予定） 

場  所： 雲南市役所 ３Ｆ 応接室 

参加者： 藤原昊
ふじはら こ う

世
せい

さん（松江農林高校 3 年生） 

  雲南市長 石飛厚志 

       雲南市教育委員会教育長 小田川徹哉 

 

〇藤原昊世さんについて 

・大東町出身。6 歳のとき進行性の網膜疾患の診断を受け、両眼とも視力低下・視野異常がす

すんでいく。 

・小学校 2 年生のとき大東ジュニアフットボールクラブに入団してサッカーをはじめ、大東中学

校時代からサッカー部に所属し、高校進学後もサッカー部へ。 

・高校１年生のときにロービジョンフットサルと出会い、関東のクラブチームに加入。 

・高校２年生のとき、選考会へ参加。トライアルを受け、「特定非営利活動法人日本ブラインドサ

ッカー協会」のロービジョンフットサル日本代表強化指定選手に選出される。 
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開催日：  １０／１４ （火） 

IBSA ロービジョンフットサル世界選手権 2025 

日本代表選出者 藤原
ふじはら

 昊
こ う

世
せい

さん市長表敬訪問について 



 

・今年 8 月、１１月にトルコで開催される世界選手権の日本代表選手に最年少で選出される。 

 

○「視覚障害者サッカー」について 

「見え方」に応じてルールが設計されており、「ブラインドサッカー」と「ロービジョンフットサル」

の 2 つのカテゴリーがあります。今回藤原さんが出場するのは、このうちの「ロービジョンフットサ

ル」になります。 

（１）ブラインドサッカー 

全盲カテゴリー（B1）とされ、アイマスクを装着し、転がると音の鳴るボールでプレーする 5

人制のサッカー。 

（２）ロービジョンフットサル 

Ｂ２・Ｂ３カテゴリーの弱視（ロービジョン）者が、1 人ひとりそれぞれの見え方を補い合いな

がら、声掛けによる連携を活かしプレーするフットサル。アイマスクは装着せず、通常のフットサ

ルボールを使用する。 

＊B1 ・・・ 全盲から光を感じられるまで 

＊B2 ・・・ 矯正後の視力が０.０３まで、または視野５度まで 

＊B3 ・・・ 矯正後の視力が０.１まで、または視野２０度まで 


